
松ケ崎小学校コミュニティ・ニュース  Ｎｏ．２ 

学学校校運運営営協協議議会会  

拡拡大大企企画画推推進進委委員員会会 
                              

６月７日（日：午後２時～），学校運営協議会拡大企画推進委員会をおこないました。全体会の後，各分科会に分

かれて，今年度の活動について話し合いました。お忙しい中参加していただきました委員の皆様ありがとうござい

ました。各委員会の話し合いの一部を紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

 

 

  

 

 

 

・総合的な学習の時間などでおこなう環境教育については，これからも地域が協力していく。 

・松ヶ崎の山は，今，手入れもせずに荒れた状態になっている。鹿に新芽を食べられ，保水もできないよう

になっている。山を改善しようと，京都市が協議会を立ち上げている。 

・泉川にホタルがかなり発生している。来週のおやじの会主催の２０１５年「ホタルに連れられまち歩き」 

（６月１３日・土）では，よく観賞できるのではないか。 

・水田，稲作と関連付けて，水の学習もしてほしい。 

・最近，子どもが昆虫にふれる機会が少なくなってきていると言われている。松ヶ崎でも空地は少なくなっ

てきており，ふれる機会は少なくなってきているのではないか。 

・「さし踊り」は宗教性がなく普及しにくいが，地域の踊りである。 

今年も，７月１８日（土）に，「さし踊り」講習会をおこなう。 

・スマホなどの普及により，読書の機会が減ってきたように思い，それが心配。 

・町内会づくりとともに，防災・防犯マップを作る取組をし，コミュニティの強化を図る。 

・学校のホームページは，ひとつの授業でたくさんホームページをあげるのではなく 

何か行事のあるときは，あげるようにしていきたい。授業に専念するのが一番。しかし，情報は地域にも 

発信していってほしい。 

・ホームページに載せた写真が，広がる危険性もある。個人情報を守ることもよく考えて取り組む必要が 

ある。 

 

学び企画推進委員会 子どもの学習に関わる活動（教科学習・総合的な学習の時間・学校行事・小大連携・課外

学習・クラブ活動・部活動・外国語活動・ICT・昔の遊び・園芸活動など）を支援していた

だくコミュニティティーチャー（ゲストティーチャー）の企画について考えていきます。 

平 成 ２ ７ 年 ６ 月 １ ７ 日 

松ケ崎小学校学校運営協議会 

広 報 委 員 会 
 

 

 

 

○北山交番との連携・・・ 

 ・１０秒信号での見守りや，校区内の見守りは，今年度も実施予定とのこと。    

 ・「松ヶ崎安全マップ」を北山交番に持ちこみ，情報を共有する。 

 ・「信号をつけてほしい」と訴えている。子どもの事故がないように「ここをこうして！」と伝えている。 

○それぞれの立場から・・・ 

 ・大谷寮前のカーブミラーの設置の要望･･･実現せず。  

・学生の自転車のマナー指導･･･大学側にお願い。 

 ・電柱幕の交換･･･可能なら，いたんでいるものを新しいものに。 

 ・「学校安全会議」･･･ブロック集会で話し合ったことが，学校の中だけで留まるのではなく，このような 

           会議を設け，広く周知したい。また，「学校安全特集号」等にし，学校だよりに載せ                

           ることができれば，地域にも広まる。 

○今後について・・・  

 ・関係各所に要望を粘り強く訴える。 ・交通ルールをきちんと指導する（学校で・家庭で）。 

 ・自転車のルールの正しい理解を。  ・見守り活動にあたってくださる地域の方の名前を子どもも 

  知っておくべき。  ・下校時の子どもの危険な歩き方が気になる。安全指導の徹底を。 

 ・下校時の見守りをもっと各方面にお願いできないか。 

   

ば 

 

 

子ども安全企画推進委員会 
 

「子どもの安全から地域の安全へ」がキーワードです。「松ケ崎あんしんネットワーク」

を中心として，子どもの安全と安心・安全のまちづくりを考えます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

○昨年度までの活動の様子・・・ 

 ・図書メディアセンターの変容･･･調べ学習の本を中心にＰＣ室へ移動。 

 ・調べ学習の本はまだ足らないので，補充していきたい。 

 ・学級文庫の整理を遠足日などに実施。   

・図書カードの寄付で名作全集を購入 

○今年度の取組は・・・ 

①  ①読み聞かせの会 月１回ペース＋α･･･読書週間等に「詠みきかせ」を学級へ来てしてもらうことも検討 

②   高学年向けの本の紹介        したい。（朝時間の活用） 

③  ②図書整理 テーマ展示･･･「本はともだち」の推薦図書を購入予定。 学習に必要な図書をまず購入。 

④  ③学級文庫の手入れ･･･本棚を新しくできないものか。 

⑤  ④京都の本の棚の充実･･･松ヶ崎の昔の地図や古文書等もコピーして展示。 

⑥  ⑤新規メンバー獲得の働きかけ お知らせのプリント配布 ＨＰの活用 

⑦  ⑥大きな出し物の作製 

⑧   

⑨ ★学校図書館運営支援員さんによるオリエンテーション･･･中高学年は，分類についても教えてもらってい  

⑩ る。★選書会は実施の予定。★高学年になると古い本は手にとらない。学級文庫に新しい本が入るとうれしい。 

⑪   

⑫   

  

ば 

 

 

読書企画推進委員会 
 

 子どもの読書活動を支援します。「読み聞かせ」や本の紹介，図書室を活用した取組など

読書活動を企画推進していきます。図書室の環境整備も行います。 

 

 

 

○ホームページについて 

・各自の担当のページを定期的に更新することが大事。ホームページの情報発信を。 

・閲覧の少ないリンクの見直し検討を。 

○学校評価について 

・学校評価を実施した後は，広報として迅速にその情報発信を行う。 

・年末頃に広報委員会の中間報告会ができればよい。 

ば 

 

 

広報企画推進委員会 
 

 「松ケ崎コミュニティ・ニュース」の発行を行います。 

 学校評価についても協力していきます。 

 

 

 

○昨年度は・・・ 

 ・新しい部屋になり，教材が置く場所が増えたり，子どもの作品をかざったりしやすくなった。 

 ・イベント「4 コマまんがを作ろう」が好評だった。 

○今年度は・・・ 

 ・イベントを１年の内に２回ほどしたい。 

 ・「ますとタイム」が定着してきている。 

 ・人数が増えてにぎやかになってきているが，最低限のルールを守るように気をつけている。 

 ・「きらきらチャレンジ」のプリントをすることに負担を感じ，宿題をしたら帰ってしまう子もいるのが 

残念。 

 ・休むときは，自分で言いに来るか，「まなびカード」を友だちに預けるなどして，スタッフに知らせるよ

うにしてほしい。 

○今後の活動について 

 ・地域の方の知識や技も教えていただける機会があれば・・・。 

 ・家ではできないような「あそび」も考えていきたい。（昔の遊びなど） 

 ・今年度は，スタッフに学生がいないが，来ていただけたらありがたい。 

 ・ 

 

ば 

 

 

放課後まなび教室企画推進委員会 
 

 平成２０年後期より発足。自学自習の学びの場として運営しています。

よりよい学びの場を提供できるようにスタッフ一同がんばります。 

  

いただいたご意見をもとに取組を進めていきます。 

今年もたくさんのお力添えをいただくこととなりますが，どうぞよろしくお願いいたします。 


